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カ 助動詞及び助詞は，仮名で書く。
例 ない（現地には，行かない

G G

。）

ようだ（それ以外に方法がないようだ

G G G

。）

ぐらい（二十歳ぐらい

G G G

の人）

だけ（調査しただけ

G G

である。）

ほど（三日ほど

G G

経過した。）

キ 次のような語句を，（ ）の中に示した例のように用いるときは，原則として，仮名で書く。

例 ある（その点に問題がある

G G

。）

いる（ここに関係者がいる

G G

。）

こと（許可しないこと

G G

がある。）

できる（だれでも利用ができる

G G G

。）

とおり（次のとおり

G G G
である。）

とき（事故のとき

G G

は連絡する。）

ところ（現在のところ

G G G

差し支えない。）

とも（説明するととも

G G

に意見を聞く。）

ない（欠点がない

G G

。）

なる（合計すると１万円になる

G G

。）

ほか（そのほか

G G

…，特別の場合を除くほか
G G

…）

もの（正しいもの

G G

と認める。）

ゆえ（一部の反対のゆえ

G G

にはかどらない。）

わけ（賛成するわけ

G G

にはいかない。）

・・・かもしれない（間違いかもしれない

G G G G G G

。）

・・・てあげる（図書を貸してあげる

G G G G

。）

・・・ていく（負担が増えていく

G G G

。）

・・・ていただく（報告していただく

G G G G G

。）

・・・ておく（通知しておく

G G G

。）

・・・てください（問題点を話してください

G G G G G

。）

・・・てくる（寒くなってくる

G G G

。）

・・・てしまう（書いてしまう

G G G G

。）

・・・てみる（見てみる

G G G

。）

・・・てよい（連絡してよい

G G G

。）

・・・にすぎない（調査だけにすぎない

G G G G G

。）

・・・について（これについて

G G G G

考慮する。）
２ 送り仮名の付け方について
\ 公用文における送り仮名の付け方は，原則として，「送り仮名の付け方」（昭和48年内閣告示第２
号）の本文の通則１から通則６までの「本則」・「例外」，通則７及び「付表の語」（１のなお書き
を除く。）によるものとする。
ただし，複合の語（「送り仮名の付け方」の本文の通則７を適用する語を除く。）のうち，活用の
ない語であって読み間違えるおそれのない語については，「送り仮名の付け方」の本文の通則６の
「許容」を適用して送り仮名を省くものとする。なお，これに該当する語は，次のとおりとする。

] \にかかわらず，必要と認める場合は，「送り仮名の付け方」の本文の通則２，通則４及び通則
６（\のただし書の適用がある場合を除く。）の「許容」並びに「付表の語」の１のなお書きを適
用して差し支えない。

３ その他
\ １及び２は，固有名詞を対象とするものではない。
] 専門用語又は特殊用語を書き表す場合など，特別な漢字使用等を必要とする場合には，１及び
２によらなくてもよい。

^ 専門用語等で読みにくいと思われるような場合は，必要に応じて，振り仮名を用いる等，適切
な配慮をするものとする。

４ 法令における取扱い
法令における漢字使用等については，別途，内閣法制局からの通知による。

明渡し 預り金 言渡し 入替え 植付け 魚釣用具
受入れ 受皿 受持ち 受渡し 渦巻 打合せ 打合せ会
打切り 内払 移替え 埋立て 売上げ 売惜しみ 売出し
売場 売払い 売渡し 売行き 縁組 追越し 置場 贈物
帯留 折詰 買上げ 買入れ 買受け 買換え 買占め
買取り 買戻し 買物 書換え 格付 掛金 貸切り 貸金
貸越し 貸倒れ 貸出し 貸付け 借入れ 借受け 借換え
刈取り 缶切 期限付 切上げ 切替え 切下げ 切捨て
切土 切取り 切離し 靴下留 組合せ 組入れ 組替え
組立て くみ取便所 繰上げ 繰入れ 繰替え 繰越し
繰下げ 繰延べ 繰戻し 差押え 差止め 差引き 差戻し
砂糖漬 下請 締切り 条件付 仕分 据置き 据付け
捨場 座込み 栓抜 備置き 備付け 染物 田植 立会い
立入り 立替え 立札 月掛 付添い 月払 積卸し
積替え 積込み 積出し 積立て 積付け 釣合い 釣鐘
釣銭 釣針 手続 問合せ 届出 取上げ 取扱い 取卸し
取替え 取決め 取崩し 取消し 取壊し 取下げ 取締り
取調べ 取立て 取次ぎ 取付け 取戻し 投売り 抜取り
飲物 乗換え 乗組み 話合い 払込み 払下げ 払出し
払戻し 払渡し 払渡済み 貼付け 引上げ 引揚げ
引受け 引起し 引換え 引込み 引下げ 引締め 引継ぎ
引取り 引渡し 日雇 歩留り 船着場 不払 賦払
振出し 前払 巻付け 巻取り 見合せ 見積り 見習
未払 申合せ 申合せ事項 申入れ 申込み 申立て 申出
持家 持込み 持分 元請 戻入れ 催物 盛土 焼付け
雇入れ 雇主 譲受け 譲渡し 呼出し 読替え 割当て
割増し 割戻し

〇 内 閣 告 示 第 二 号

一 般 の 社 会 生 活 に お い て 現 代 の 国 語 を 書 き 表 す た め の 漢 字 使 用 の 目 安 を 、 次 の 表 の よ う に 定 め る 。

な お 、 昭 和 五 十 六 年 内 閣 告 示 第 一 号 は 、 廃 止 す る 。

平 成 二 十 二 年 十 一 月 三 十 日 内 閣 総 理 大 臣 菅 人
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